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　 　 　  「静岡県内にある 牧水歌碑展」の展示全景
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香貫山の歌碑の拓本（採拓 沼津牧水会）  千本浜公園の歌碑の拓本（採拓者 宮治勲先生） 
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令和 4 年 3 月12 日（土）　沼津朝日新聞

令和 4 年 2 月11 日（金）　静岡新聞
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第
６8
回 

沼
津
牧
水
祭

短
歌
大
会

十
月
三
日（
日
）

午
前
十
時
三
十
分

沼
津
市
立
図
書
館

四
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

第
六
八
回
「
沼
津
牧
水
祭
・
短
歌
大
会
」
が
、
講

師
に
「
心
の
花
」
選
者
で
、
第
五
歌
集
『
ひ
ど
い
ど

し
ゃ
ぶ
り
』
で
第
二
五
回
若
山
牧
水
賞
を
受
賞
さ
れ

た
谷
岡
亜
紀
先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
九
月
三
〇
日
に

解
除
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
感
染
対
策
に
留
意
し
つ

つ
、
明
る
い
雰
囲
気
で
催
さ
れ
た
。
応
募
短
歌
は
一

〇
五
首
、
参
加
者
は
五
八
人
で
あ
っ
た
。

　

午
前
の
部
は
「
酒
の
歌
―
牧
水
、
勇
、
幸
綱
」
と

題
す
る
講
演
で
、
吉
井
勇
、
若
山
牧
水
、
佐
佐
木
幸

綱
の
三
人
の
歌
人
の
「
酒
の
歌
」
の
短
歌
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
あ
げ
て
比
較
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

ま
ず
、
吉
井
勇
の
「
酒
の
歌
」
を
取
り
上
げ
て
、

吉
井
勇
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
に
触
れ
、
吉
井
勇

が
人
間
的
な
魅
力
あ
る
文
学
者
で
あ
る
こ
と
を
、
わ

か
り
や
す
く
話
さ
れ
た
。
若
山
牧
水
の
「
酒
の
歌
」

か
ら
、
牧
水
は
自
分
と
対
話
し
な
が
ら
飲
む
酒
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
語
り
、
佐
佐
木
幸
綱

の
「
酒
の
歌
」
か
ら
、
幸
綱
は
酔
っ
て
楽
し
く
な
っ

て
大
笑
い
す
る
肯
定
的
な
酔
い
方
が
よ
い
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
吉
井
勇
の
「
酒
の
歌
」
は
、
破
滅
の
歌
が

際
立
っ
て
い
て
、
平
凡
な
常
識
を
突
き
抜
け
た
人
間

探
求
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
若
山
牧
水
の
「
酒

の
歌
」
は
、
無
邪
気
で
明
る
く
邪
気
が
な
い
。
佐
佐

木
幸
綱
の
「
酒
の
歌
」
は
、
自
分
の
場
所
で
と
こ
と

ん
心
ゆ
く
ま
で
酔
っ
払
う
。
自
分
も
そ
ろ
そ
ろ
こ
う

い
う
酒
を
飲
み
た
い
も
の
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

と
ま
と
め
ら
れ
て
、
午
前
の
講
演
を
終
え
た
。

　

午
後
の
部
は
、
ま
ず
先
生
が
沼
津
牧
水
賞
三
首
と

選
者
賞
七
首
に
選
ん
だ
短
歌
を
紹
介
し
た
後
、
出
詠

さ
れ
た
す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
の
講
評
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
先
生
の
丁
寧
な
短
歌
の
講
評
に
聞
き

入
っ
た
。

　

谷
岡
先
生
選
の
沼
津
牧
水
賞
三
首
と
出
詠
者
に
よ

る
互
選
賞
七
首
を
紹
介
す
る
。　
　

沼
津
牧
水
賞
一
席�

三
島
市　

福
崎
享
子

　

�

キ
キ
、
キ
ー
コ
派
手
な
金
属
音
上
げ
て
盆
に
帰
り

来
む
父
の
自
転
車

沼
津
牧
水
賞
二
席�

鎌
倉
市　

稲
原
雅
子

　

�「
遅
れ
る
よ
」
君
の
声
に
か
目
覚
む
れ
ば
春
雷
遠

く
と
ど
ろ
き
ゐ
た
り

沼
津
牧
水
賞
三
席�

熱
海
市　

岸　

浩
子

　

�

青
き
灯
の
幽
け
く
続
く
玉
の
緒
の
長
き
廊
下
を
ナ

ー
ス
が
走
る

市
長
賞�

富
士
市　

飯
泉
千
春

　

�

独
り
居
の
時
間
は
す
べ
て
わ
れ
の
も
の
か
つ
て
七

人
暮
ら
せ
し
家
に

市
議
会
議
長
賞�

三
島
市　

三
田
紀
子

　

�

切
り
す
ぎ
て
大
泣
き
さ
れ
た
娘こ

が
我
の
髪
整
え
る

入
院
前
夜

教
育
長
賞�

埼
玉
県
鴻
巣
市　

加
藤
健
司

　

�

ま
た
一
つ
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
た
朝
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
の
溜
息
を
飲
む

商
工
会
議
所
会
頭
賞�

山
口
県
光
市　

瀬
戸
内　

光

　

�

横
に
い
る
君
と
の
黙
を
埋
め
る
が
に
軒
に
吊
る
せ

し
風
鈴
の
音　

観
光
協
会
会
長
賞�

北
海
道
帯
広
市　

鎌
田
博
文

　

�

地
下
鉄
の
乗
り
換
へ
駅
は
あ
と
四
つ
双
六
ご
と
き

路
線
図
を
行
く

沼
津
朝
日
新
聞
社
賞�

浜
松
市　

髙
田　

圭

　

�

庭
に
咲
く
額
紫
陽
花
を
眺
め
む
と
侘
寝
の
母
が
寝

返
り
を
う
つ

マ
ル
サ
ン
書
店
賞�

沼
津
市　

日
向　

葵

　

�

ク
マ
ゼ
ミ
の
覆
い
被
さ
る
鳴
き
声
に
急
か
さ
れ
な

が
ら
天
草
を
煮
る
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令和 4 年 3 月18 日（金）　沼津朝日新聞
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第
34
回雛

の
歌
会

三
月
十
二
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分

沼
津
市
若
山
牧
水

記
念
館
ラ
ウ
ン
ジ

　

和
四
年
三
月
十
二
日
、
第
三
十
四
回
「
雛
の
歌

会
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。
会
場
の
沼
津
市
若
山
牧
水

記
念
館
は
穏
や
か
な
春
の
日
差
し
に
包
ま
れ
て
い
た
。

講
師
は
「
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
」
所
属
の
小
島
な
お
先

生
で
あ
る
。
端
正
な
顔
立
ち
に
幼
さ
と
知
性
が
共
存

す
る
美
し
い
方
で
あ
る
。
先
生
が
入
場
さ
れ
る
と
会

場
の
雰
囲
気
が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
て
華
や
か
に
な
っ

た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

出
詠
歌
へ
の
歌
評
の
前
に
、「
牧
水
の
〈
う
た
げ
〉

の
心
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
大
岡
信
著
の

『
う
た
げ
と
孤
心
』
に
触
れ
な
が
ら
古
典
詩
歌
と
現

代
詩
歌
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
牧
水
の
短
歌
は
、
独

り
よ
が
り
で
は
な
く
、
相
手
に
最
後
の
決
断
を
委
ね

て
い
る
優
し
さ
が
あ
る
と
も
語
ら
れ
た
。

　

出
詠
数
は
六
十
八
首
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
コ
ロ

ナ
関
連
の
短
歌
は
少
な
か
っ
た
。
小
島
な
お
先
生
は

一
首
一
首
の
良
い
所
を
丁
寧
に
見
い
だ
し
て
歌
評
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
と
か
く
欠
点
に
目
が
い
き
が
ち
だ

が
、
作
歌
し
た
詠
み
手
の
心
に
寄
り
添
い
、
今
後
の

作
歌
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
歌
評
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
選
者
に
よ
る
選
歌
十
首
を
紹
介
す
る
。

　
　

�

日
溜
り
に
つ
ま
ず
い
た
と
し
か
見
え
な
く
て　

あ
な
た
は
段
差
に
よ
ろ
け
た
と
い
う

�

北
島
邦
夫

　
　

�

悲
し
み
を
乗
り
越
え
る
の
も
運
動
だ
ミ
ー
ト
ソ

ー
ス
を
も
り
も
り
食
べ
る�

伊
藤
ま
り

　
　

�

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ク
リ
ア
ボ
ー
ド
が
声
を
断
つ
顔

は
み
出
し
て
声
を
受
け
取
る�

佐
藤
な
ほ
子

　
　

�

ビ
ル
の
間ま

に
銀
の
列
車
が
走
り
過
ぐ
パ
ラ
パ
ラ

漫
画
を
め
く
る
速
さ
に�

鎌
田
博
文

　
　

�

カ
タ
カ
ナ
は
さ
み
し
い
か
た
ち
シ
ャ
ン
プ
ー
の

ラ
ベ
ル
を
冷
め
た
湯
船
で
読
ん
だ�

楢
原
も
か

　
　

�

芝
生
掘
る
も
ぐ
ら
の
土
は
凍
て
つ
き
て
子
の
蹴

る
ボ
ー
ル
強
く
跳
ね
た
り�

湯
山
昌
樹

　
　

�

干
支
の
絵
や
写
真
が
や
た
ら
琴
線
に
触
れ
る
寅

年
我
は
猫
好
き�
河
田
琴
栄

　
　

�

真
夜
中
の
二
ミ
リ
の
く
も
は
じ
っ
と
し
て
巨
人

の
女
の
動
き
を
見
て
る�

川
添
喜
久
代

　
　

�

春
だ
よ
り
返
信
無
用
と
書
き
た
る
に
も
し
や
と

ポ
ス
ト
覗
き
ゐ
る
日
々�

宮
川
良
子

　
　

�

番
号
を
違
え
て
い
る
と
は
気
付
か
ず
に
話
し
終

り
て
今
の
は
ど
な
た�

伊
勢
幸
子

　

小
島
な
お
先
生
は
、
三
十
代
半
ば
の
若
手
歌
人
で

あ
る
。
口
語
詩
句
に
も
秀
で
選
評
も
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
今
回
の
選
者
賞
十
首
に
は
新
し
い
感
覚
の
詠

み
方
や
ウ
イ
ッ
ト
に
と
ん
だ
歌
が
顔
を
並
べ
た
。
選

者
の
物
の
捉
え
方
や
視
点
を
変
え
て
表
現
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
く
。
短
歌
は
少
し
ず
つ
こ
う
し
て

進
化
し
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

　

歌
会
が
滞
り
な
く
終
わ
っ
た
後
は
、
懇
親
会
で
あ

る
。
本
来
な
ら
ば
一
献
傾
け
て
親
睦
を
深
め
た
い
と

こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
牧
水
記
念
館
の
和

室
で
の
お
茶
会
と
な
っ
た
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
小
島

な
お
先
生
は
、
参
加
者
一
人
一
人
の
話
に
頷
き
な
が

ら
、
質
問
へ
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
気
さ
く
な
人
柄
に
触
れ
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
も

忘
れ
、
短
歌
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
な
っ
た
。

　

小
島
な
お
先
生
は
、
懇
親
会
終
了
後
、
香
貫
山
の

牧
水
歌
碑
を
訪
ね
て
、
帰
路
に
着
か
れ
た
。

　

有
意
義
な
一
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
先
生
は
、
歌
会
開
始
前
に
、
乗
運
寺
に
あ

る
牧
水
の
墓
所
前
の
牧
水
歌
碑
と
千
本
浜
公
園
の
牧

水
歌
碑
を
訪
ね
ら
れ
た
。�（
本
会
理
事　

河
本
尚
子
）
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沼
津
牧
水
祭「
碑

前
祭
・
芝
酒
盛
」は
、

和
三
年
十
月
十

七
日
午
前
十
一
時
、

芝
酒
盛
は
中
止
し
、

沼
津
牧
水
会
の
役

員
と
会
員
有
志
、

市
教
委
文
化
振
興

課
小
池
弘
起
主
事

に
よ
る
牧
水
歌
碑

へ
の
献
花
と
献
酒

の
み
が
行
わ
れ
た
。

　

歌
碑
に
、
二
升

の
清
酒
が
た
っ
ぷ

り
と
か
け
ら
れ
て

牧
水
も
さ
ぞ
よ
ろ

こ
ん
で
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

和
四
年
の
沼

津
牧
水
祭
「
碑
前

祭
・
芝
酒
盛
」に
は
、

大
勢
の
人
々
が
集

い
、
に
ぎ
や
か
に

清
酒
が
酌
み
交
わ

さ
れ
る
こ
と
を
ね

が
っ
て
い
ま
す
。

第
６8
回 

沼
津
牧
水
祭 

碑
前
祭

�

十
月
十
七
日（
日
）午
前
十
一
時

文 化 講 座

牧水記念館短歌会
日　時　 和３年４月～ 和４年２月
毎　月　第２土曜日　午後（全10回）
講　師　永久保　英　敏　氏

初心者のための短歌講座
日　時　 和３年４月～ 和４年２月
毎　月　第２土曜日　午前（全10回）
講　師　永久保　英　敏　氏

書 道 講 座
日　時　 和３年４月～ 和４年３月　毎月第3火曜日　午後（全10回）
講　師　成　田　真　洞　氏



18

沼津市若山牧水記念館ラウンジ

朗読で綴るロマンと絆

日　　時： 和４年３月５日（土）�午後６時
出　　演：すずき敬子（朗読）
　　　　　橘相模守（朗読）
　　　　　いとうたけぢん（ピアノ）
来 場 者：33人

古楽コンサートシリーズ 40　「春のおとずれ」

日　　時： 和４年２月５日（土）�午後６時45分
出　　演：佐々木　真（フルート）
　　　　　村上　曜（チェロ）
　　　　　荒木奏美（オーボエ）
　　　　　杉山佳代（チェンバロ）
来 場 者：22人
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和 ３ 年 度 事 業 報 告

会　　報　第34号　 和 3年 5月15日発行

館　　報　第67号　 和 3年 9月 1日発行

　　　　　第68号　 和 4年 3月 1日発行

総　会

　第35回　定時会員総会� 和 3年 5月15日(土）午後6時～6時55分 　　　　

理事会

　第 1回（通算182回）理事会� 和 3年 4月16日（金）午後6時～7時20分 　　　　

　第 2回（通算183回）理事会� 和 3年 8月25日（水）午後5時30分～6時 　　　　

　第 3回（通算184回）理事会� 和 3年10月17日（日）午前11時30分～午後0時15分

　第 4回（通算185回）理事会� 和 3年12月12日（日）午後3時～3時40分 　　　　

　第 5回（通算186回）理事会� 和 4年 1月22日（土）午後5時～5時50分 　　　　

　第 6回（通算187回）理事会� 和 4年 3月 8日（火）午後6時～7時 　　　　　　

１　調査研究事業

　（1）　牧水関係資料の収集

　（2）　第71回日向市の「牧水祭」（主催：日向市、日向若山牧水顕彰会）

　　　　日　　時： 和3年9月17日（金）午前9時30分

　　　　会　　場：�日向市東郷町坪谷若山牧水生家裏牧水歌碑前及び牧水公園�

｢ふるさとの家｣

　　　　＊�新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、関係者のみでの開催と

なった。

　（3）　第65回暮坂峠「牧水まつり」（主催：牧水詩碑保存会）

　　　　日　　時： 和3年10月20日（水）午前11時

　　　　会　　場：群馬県吾妻郡中之条町　暮坂峠

　　　　＊新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、中止された。

　（4）　第22回「百草園牧水歌碑祭」（主催：東京牧水会）

　　　　日　　時： 和3年10月下旬～11月上旬頃

　　　　会　　場：東京都日野市百草京王百草園　牧水歌碑前

　　　　＊新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、中止された。

　（5）　�第26回若山牧水賞授賞式�

（主催：宮崎県、宮崎県教育委員会、宮崎日日新聞社、延岡市、日向市）

　　　　日　　時： 和4年2月14日（月）

　　　　会　　場：授賞式　宮崎市宮崎観光ホテル

　　　　＊新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、延期された。

　（6）　第88回延岡市の「牧水歌碑祭」（主催：若山牧水延岡顕彰会）

　　　　日　　時： 和4年3月13日（日）

　　　　会　　場：延岡市城山公園内牧水歌碑広場

　　　　＊�新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、関係者のみでの開催と

なった。

２　第68回 沼津牧水祭の運営

　（1）　短 歌 大 会

　　　　日　　時： 和3年10月3日（日）午前10時30分～午後4時20分

　　　　会　　場：沼津市立図書館　視聴覚ホール

　　　　講　　師：谷 岡 亜 紀 氏（「心の花」選者、第25回若山牧水賞受賞者）

　　　　応募短歌：105首

　　　　参 加 者：58人

　（2）　碑前祭・芝酒盛

　　　　日　　時： 和3年10月17日（日）午前11時～11時15分

　　　　会　　場：千本浜公園牧水歌碑前

　　　　参 加 者：18人

　　　　＊�新型コロナウイルスの感染症拡大防止のために中止し、役員と会員有

志で献花と献酒を行った。

３　特別企画展　静岡県内にある「牧水歌碑展」

　　　　日　　時： 和4年2月8日（火）～3月27日（日）

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　　　　入 場 者：429人

４　文学講演会及び文学講座等の開催

　（1）　第34回「雛の歌会」

　　　　日　　時： 和4年3月12日（土）午後1時30分～3時30分

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　　　　講　　師：小 島 な お 氏（「コスモス短歌会」所属）

　　　　応募短歌：68首

　　　　参 加 者：38人

　（2）　初心者のための短歌講座

　　　　日　　時：� 和3年4月～ 和4年2月�

毎月第2土曜日　午前10時～12時

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館会議室

　　　　講　　師：永久保 英 敏 氏

　　　　参 加 者：10回開催　延べ140人

　（3）　牧水記念館短歌会

　　　　日　　時：� 和3年4月～ 和4年2月�

毎月第2土曜日　午後1時30分～3時30分

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館会議室

　　　　講　　師：永久保 英 敏 氏

　　　　参 加 者：10回開催　延べ74人

　（4）　書道講座

　　　　日　　時：� 和3年4月～ 和4年3月�

毎月第2土曜日　午後1時～2時

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館会議室

　　　　講　　師：成 田 真 洞 氏

　　　　参 加 者：10回開催　述べ85人

　　・ 和3年度「書道講座」受講者作品展示

　　　　期　　日： 和4年4月5日（火）～ 和4年4月17日（日）

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　　　　入 場 者：140人　　

　（5）　第32回「中学生短歌コンクール」募集・表彰

　　　　募集期間： 和3年5月1日（土）～ 和3年7月31日（土）

　　　　応募短歌：1,758首（19校�1,758人）

　　　　入選短歌：54首

　　　　選　　者：永久保 英 敏、河 本 尚 子、勝 俣 文 子

　　　　表　　彰：�毎年「沼津牧水祭・碑前祭」で行って来たが、新型コロナウイ

ルスの感染症拡大防止のために「沼津牧水祭・碑前祭」を中止

したので、表彰は各学校に依頼した。

　（6）　音楽イベント

　　第1回　古楽コンサートシリーズ40「春のおとずれ」

　　　　日　　時： 和4年2月5日（土）午後6時45分

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　　　　出　　演：�佐々木 真（フルート）、村 上 　 曜（チェロ）、�

荒 木 奏 美（オーボエ）、杉 山 佳 代（チェンバロ）

　　　　来場者：22人

　　第2回　朗読で綴るロマンと絆

　　　　日　　時： 和4年3月5日（土）午後6時

　　　　会　　場：沼津市若山牧水記念館ラウンジ

　　　　出　　演：�すずき 敬 子（朗読）、橘 相 模 守（朗読）、�

いとうたけぢん（ピアノ）

　　　　来 場 者：33人
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河
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澤
浩
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郎
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事
〉
鈴
木　

弘
行　

栗
原　
　

進

〈
事
務
局
〉
大
島　

葉
子　

伊
藤
早
智
子　

納
谷　

瑞
穂　

市
川　

悦
子

　
　

　
編 

集 

後 

記

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
許
さ
れ
ざ
る
侵
攻
に
心
が
痛
む
毎

日
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
平
穏
な
日
々
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
希
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
共
存
し
な
が
ら
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
そ

う
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
以
前
の
よ
う
に
活

動
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
沼
津
牧
水
祭
「
碑

前
祭
・
芝
酒
盛
」
は
、
本
会
の
役
員
な
ど
に
よ
る
献
花
と
献
酒
だ
け
で
、

芝
酒
盛
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

和
四
年
度
は
、
芝
酒

盛
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

沼
津
牧
水
祭
「
短
歌
大
会
」
は
講
師
に
谷
岡
亜
紀
先
生
を
、「
雛
の

歌
会
」
は
講
師
に
小
島
な
お
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
充
実
し
た
歌
会
を

催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
二
年
ぶ
り
に
「
サ
ロ
ン
音
楽
の
夕

べ
」
を
催
し
ま
し
た
。
音
楽
演
奏
や
朗
読
に
直
接
触
れ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
さ
れ
た
参
加
者
た
ち
か
ら
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
ほ
し

い
と
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
短
歌
講
座･

短
歌
会
」

「
書
道
講
座
」
は
、
継
続
し
て
実
施
で
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
沈
み
が
ち
な
日
々
で
す
の
で
、

気
力
を
充
実
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
特
別
企
画
展
「
静
岡
県

内
に
あ
る
牧
水
歌
碑
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
各
地
に
牧
水
の
歌

碑
・
詩
碑
・
文
学
碑
が
多
数
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
静

岡
県
内
に
あ
る
歌
碑
二
十
八
基
と
文
学
碑
一
基
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来

場
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
は
「
図
録
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

本
誌
の
冒
頭
に
、
展
示
の
状
景
を
掲
載
し
ま
し
た
。
展
示
会
場
へ
お
越

し
に
な
れ
な
か
っ
た
方
々
に
は
、
お
目
を
と
お
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
定
款
（
抜
粋
）

第
一
条　

こ
の
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
と
称
す
る
。

第
二
条　

こ
の
法
人
は
、
主
た
る
事
務
所
を
静
岡
県
沼
津
市
千
本
郷
林
一
九
〇
七
番
地
の
一
一
に
置
く
。

第
三
条　

�
こ
の
法
人
は
、
歌
人
若
山
牧
水
を
顕
彰
し
、
文
学
的
業
績
の
研
究
を
深
め
、
短
詩
型
文
学
の
普
及

を
図
り
、　

も
っ
て
、
教
育
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条　

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　

⑴�

歌
人
若
山
牧
水
に
関
す
る
調
査
研
究

　

⑵�

沼
津
牧
水
祭
（
短
歌
大
会
及
び
碑
前
祭
）
の
運
営

　

⑶�

文
学
講
演
会
、
文
学
講
座
等
の
開
催

　

⑷�

文
学
に
関
す
る
各
種
出
版
物
の
刊
行

　

⑸�

沼
津
市
若
山
牧
水
記
念
館
の
管
理
運
営
の
受
託

　

⑹�

そ
の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条　

こ
の
法
人
に
次
の
会
員
を
置
く
。

　

⑴�

正
会
員　

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
し
た
個
人
又
は
団
体

　

⑵�

賛
助
会
員　

こ
の
法
人
の
事
業
を
援
助
す
る
個
人
又
は
団
体

　

⑶�

名
誉
会
員　

こ
の
法
人
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
者
で
、
会
員
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
推
薦
さ
れ
た
も
の

２　

前
項
の
会
員
を
も
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
上
の
社
員
と
す
る
。

第
六
条　

�

こ
の
法
人
の
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、
入
会
申
込
書
を
理
事
長
に
提
出
し
、
理
事
会
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
者
は
、
入
会
の
手
続
を
要

せ
ず
、
本
人
の
承
諾
を
も
っ
て
会
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条　

�

こ
の
法
人
の
事
業
活
動
に
経
常
的
に
生
じ
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
会
員
に
な
っ
た
時
及
び
毎
年
、

会
員
は
、
会
員
総
会
に
お
い
て
別
に
定
め
る
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

　
　
　
　
　
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
入
会
金
及
び
会
費
規
程

第
一
条　

�

こ
の
規
程
は
、
公
益
社
団
法
人
沼
津
牧
水
会
定
款
第
七
条
に
基
づ
き
、
入
会
金
及
び
会
費
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条　

定
款
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
入
会
金
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

正
会
員　

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

⑵　

賛
助
会
員　

三
〇
、〇
〇
〇
円
以
上

第
三
条　

定
款
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
費
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

⑴　

正
会
員　
　

五
、〇
〇
〇
円
（
年
額
）

　

⑵　

賛
助
会
員　

一
〇
、〇
〇
〇
円
以
上
（
年
額
）




